
■
は
じ
め
に

京
都
議
定
書
に
基
づ
く
日
本
の
目
標
で
あ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
一
九
九
〇
年
比
六
％
削
減
の
対
象
期
間

が
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
七
月
七
日
か
ら
開
催
予
定
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
が
主
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
毎
日
、
温
暖
化
、
排
出
権
と
い
う
言
葉
が
目

や
耳
に
入
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
企
業
経
営
に

お
い
て
温
暖
化
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の

か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
温
暖
化
は
人
為
的
原
因
に
よ

る
も
の
か
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

■
地
球
温
暖
化
懐
疑
論

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
人
為
的
な
活
動
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
、
温
暖
化
そ
の
も
の
が
起
こ
っ
て
い
な
い

と
い
う
考
え
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
籍
が
相
当
数
売

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
地
球
温
暖
化
懐
疑
論
者
の
主
な

主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
地
球
は
温
暖
化
し
て
い
な
い

（
都
市
部
の
温
度
が
上
昇
＝
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
に
し
か
過
ぎ
な
い
）

②
仮
に
過
去
・
現
在
ま
で
温
暖
化
し
て
い
て
も
人
為

的
要
因
と
は
限
ら
な
い

（
太
陽
の
黒
点
周
期
や
、
そ
の
他
の
周
期
に
よ
る
要

因
で
あ
る
）

③
長
期
将
来
予
測
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）は
、
あ
く
ま

で
予
測
で
あ
り
科
学
的
根
拠
は
な
い

（
人
為
的
C
O
2
の
大
量
排
出
が
過
去
に
お
い
て
存

在
し
な
い
以
上
、
計
算
式
の
検
証
は
不
可
能
）

④
仮
に
将
来
温
暖
化
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
影
響
ば
か

り
で
は
な
い

（
中
緯
度
・
高
緯
度
地
域
で
は
農
作
物
や
森
林
の
成

長
に
は
プ
ラ
ス
影
響
）

こ
れ
ら
地
球
温
暖
化
懐
疑
論
に
対
す
る
個
人
的
な

意
見
と
し
て
は
、
地
球
温
暖
化
は
こ
こ
二
〇
〜
三
〇

年
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
C
O
2
濃
度
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
周

期
的
な
要
因
も
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
二

一
〇
〇
年
に
温
度
や
海
面
が
い
く
ら
上
昇
す
る
か
の

予
測
は
、
か
な
り
精
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、

映
画
「
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ウ
」の
よ
う
な
極

端
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
発
生
確
率
は
非
常
に
低

い
も
の
の
そ
の
可
能
性
を
否
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。さ

ら
に
地
球
温
暖
化
は
、
一
旦
は
ず
み
が
つ
け
ば

す
ぐ
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
科
学
的
に
は

未
解
明
な
部
分
が
残
っ
て
い
て
も
、
予
防
原
則
的
に

C
O
2
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

産
業
革
命
以
降
、
化
石
燃
料
の
消
費
＝
C
O
2
排
出

量
は
指
数
関
数
的
に
増
加
し
て
お
り
、
異
常
気
象
等

気
候
変
動
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
省
エ
ネ
、
設
備
・
機
器
の
高
効
率

化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等

は
大
い
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
原
子
力
発

電
（
一
旦
事
故
が
起
き
た
場
合
の
被
害
の
甚
大
さ
）、

二
酸
化
炭
素
の
地
中
貯
留
（
地
震
や
微
生
物
へ
の
影

響
未
解
明
）、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル（
穀
物
価
額
の
高
騰

に
よ
る
貧
困
層
の
拡
大
、
I
N
／
O
U
T
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
の
悪
さ
）
等
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
議
論
を

実
施
し
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

■
E
U
環
境
大
臣
非
公
式
会
合

昨
年
六
月
六
日
〜
八
日
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ

ム
に
て
主
要
国
首
脳
会
議（
G
8
）が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
直
前
の
六
月
一
日
〜
三
日
、
ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン

に
お
い
て
、
E
U
環
境
大
臣
非
公
式
会
合
が
開
催
さ

れ
、
非
公
式
と
し
な
が
ら
も
ウ
ェ
ブ
に
ワ
ー
キ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、

E
nvironm

en
t
-
In
novation

-
E
m
ploym

ent

で

あ
り
、
内
容
は
タ
イ
ト
ル
通
り
に
、
よ
り
よ
い
環
境

（
低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
）
を
目
指
し
て
、
エ
コ
イ
ノ
ベ

CFO FORUM●26

地球温暖化
をめぐる動きと
先進企業の対応

魚
住
隆
太

あ
ず
さ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

T O I C
P

S



27●CFO FORUM

ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
、
雇
用
の
創
出
を
通
じ
て
、
世

界
の
中
で
E
U
の
経
済
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
戦
略
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
経
済
・
産

業
関
連
大
臣
で
な
く
環
境
大
臣
の
会
議
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る（
図
表
参
照
）。

地
球
温
暖
化
に
科
学
的
に
未
解
明
な
部
分
が
あ
っ

て
も
、
政
治
的
に
産
業
構
造
を
低
炭
素
社
会
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
E
U
は
超
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
取
組
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
、
米
国
の
共
和
党
、

民
主
党
の
大
統
領
選
挙
候
補
者
は
、
と
も
に
排
出
量

取
引
制
度
導
入
に
積
極
的
で
あ
り
、
誰
が
大
統
領
に

選
ば
れ
て
も
地
球
温
暖
化
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
先
進
企
業
の
対
応

温
室
効
果
ガ
ス
の
一
九
九
〇
年
比
六
％
削
減
は
、

あ
く
ま
で
国
に
課
さ
れ
た
義
務
で
あ
り
、
現
状
企
業

等
に
は
削
減
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
。
企
業
が
省

エ
ネ
活
動
を
実
施
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー（
石
油
、
天
然
ガ

ス
、
石
炭
、
電
力
）の
消
費
を
削
減
し
た
場
合
、
当
然

に
C
O
2
排
出
量
は
削
減
さ
れ
る
が
、
コ
ス
ト
も
削
減

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
、
環
境
と
経
営
を

両
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に
推
進
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
省
エ
ネ
投
資
を
積
極
的
に
推
進
す
れ

ば
、
工
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
削
減
さ
れ
る
か

と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

省
エ
ネ
投
資
で
の
改
善
率
よ
り
も
生
産
量
の
伸
び
率

が
大
き
い
場
合
、
い
わ
ゆ
る
原
単
位
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
÷
生
産
量
）は
改
善
し
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
工
場
に
と
っ
て
は
、

生
産
量
の
調
整
は
、
基
本
的
に
管
理
不
能
で
あ
り
、

工
場
で
は
あ
く
ま
で
原
単
位
で
の
改
善
が
目
標
と
な

る
。
し
か
し
、
現
在
の
各
種
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

最
大
関
心
事
は
地
球
温
暖
化
対
策
で
あ
り
、
絶
対
量

で
の
削
減
で
あ
る
。

企
業
が
順
調
に
売
上
（
生
産
）
を
伸
ば
し
て
い
る
場

合
、
生
産
量
の
伸
び
率
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位

を
改
善
す
る
の
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
場
合
、
企
業
は
絶
対
量
で
の
削
減
目
標
値
を
達
成

す
る
た
め
、
本
社
が
排
出
権
や
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書

の
購
入
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
行
為
も
C
S
R（
企
業
の

社
会
的
責
任
）の
観
点
か
ら
で
あ
り
、
環
境
先
進
企
業

で
は
、
こ
の
よ
う
に
絶
対
量
で
の
C
O
2
削
減
取
組
み

が
増
え
て
き
て
い
る
。
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